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Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査の目的 

 この調査は，男女共同参画について市民の皆様のご意見をお聴きし，今後の施策の参考と

させていただくことを目的として実施しました。 

 

２ 調査方法と回収結果 

（１） 調査地区 

  岡山県笠岡市全域 

 

（２） 調査対象者 

  市内在住の１８歳以上の男女２，０００人 

 

（３） 抽出方法 

  平成２９年４月１日現在 満１８歳以上の市民から無作為抽出 

 

（４） 調査方法 

  郵送配布・郵送回収によるアンケート調査 

 

（５） 調査期間 

  平成２９年６月１２日から平成２９年７月７日 

 

（６） 回収結果 

抽出数 有効回収数 有効回収率 

２，０００人 ７６７人 ３８．４％ 

 

（７） 留意点 

  ・算出されたパーセンテージは少数第二位を四捨五入して，少数第一位までの表示とし

ているため，合計が100.0％にならない場合があります。 

  ・20歳代以下の表示は，18歳以上29歳以下を示しています。 

  ・一部の人を対象とする質問では，質問該当者数を分母にして算出しました。 

  ・複数回答の質問では，回答の合計を分母として算出しました。 
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Ⅱ 男女の役割分担意識や家族観について 
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Ⅲ 各分野における男女の地位 
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育児や介護などを男女が共に担うための制度やサービスが整備されていないから
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男女の差別を人権の問題としてとらえる意識が薄いから
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（％）

◆男性が優位となっている原因は何だとお考えですか。（社会全体で男性が優位と回答した方のみ）【複数回答】
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大学教授
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企業の管理職

起業家・経営者
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新聞・放送の記者

自治会長・町内会長等
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女性は政策・方針の決定にかかわる役職につくべきではない

わからない

（％）

◆政策・方針決定にかかる役職において，今後女性がもっと増える方がよいと思うものは何で

すか。【複数回答】
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◆一般的に女性が職業をもつことについて，どう思いますか。

男性 女性 全体



- 15 - 
 

Ⅳ 地域社会，家庭の中での男女平等について 
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男は仕事，女は家庭という社会通念があるから

家族の理解，協力が得にくいから

その他

（％）

◆働きやすい状況にあるとは思わない理由は何ですか【複数回答】

男性 女性 全体

55.4 

43.6 

49.0 

44.6 

56.4 

51.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

◆現在，職業（自営を含む）をもっていますか。

もっている もっていない



- 16 - 
 

 

 

18.5 

1.1 

12.4 

1.8 

10.2 

6.9 

22.9 

1.1 

1.1 

1.8 

1.1 

3.3 

17.8 

25.4 

2.0 

11.4 

0.9 

5.7 

8.0 

24.6 

1.7 

1.7 

3.1 

1.7 

4.3 

9.4 

22.4 

1.6 

11.8 

1.3 

7.7 

7.5 

23.8 

1.4 

1.4 

2.6 

1.4 

3.8 

13.1 

0 5 10 15 20 25 30

家族の介護が必要になる

家族の転勤や転居

勤め先の都合により自分の仕事がなくなる

仕事を続けることに配偶者などが反対する

勤め先での待遇が悪くなる

職場の人間関係が悪くなる

自分の健康を害する

結婚

出産

保育施設や子どもの世話をしてくれる人がいない

子どもの悪影響が出る

その他

特に不安はない

（％）

◆今の仕事を続けられなくなるかもしれないという不安があるとすれば何ですか。

【複数回答】

男性 女性 全体
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5.5 

4.0 

0

1.5 

0.5 

0.5 

14.5 

4.5 

0.5 

3.5 

5.0 

51.5 

0.5 

0

3.0 

5.0 

5.2 

2.3 

1.7 

7.0 

1.7 

4.6 

10.7 

4.9 

2.0 

5.5 

0.6 

43.2 

0.3 

1.4 

4.3 

4.3 

5.3 

2.9 

1.1 

5.0 

1.3 

3.1 

12.1 

4.8 

1.5 

4.8 

2.2 

46.2 

0.4 

0.9 

3.9 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60

経済的に働く必要がないから

職業を持たない方が自分のやりたいことができるから

家にいるのが当然だから

家事の負担が多いから

育児の負担が大きいから

家事や育児に専念したいから

健康や体力に自信がないから

希望どおりの仕事が得られないから

配偶者や子どもなど家庭が望まないから

親や病気の家族の介護・看護をするため

現在、学校に通っているから

高齢だから

働くことに向いていないから

働くことが好きでないから

必要な技能や資格を持っていないから

その他

（％）

◆働いていない理由は何ですか。【複数回答】

男性 女性 全体
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2.6 

2.1 

3.7 

0.2 

0.5 

7.2 

0.5 

4.7 

9.6 

9.3 

7.9 

0.2 

1.4 

0

0.7 

1.9 

15.0 

6.5 

2.6 

2.3 

21.0 

17.7 

15.8 

6.1 

2.1 

1.9 

9.1 

1.5 

3.3 

4.3 

4.5 

5.6 

0.6 

1.9 

0.3 

0.8 

0.6 

12.8 

2.9 

2.5 

1.0 

4.8 

12.4 

11.0 

5.2 

1.5 

1.4 

8.4 

1.1 

3.8 

6.1 

6.2 

6.4 

0.5 

1.7 

0.2 

0.7 

1.1 

13.5 

4.2 

2.5 

1.5 

10.5 

0 5 10 15 20 25

結婚のため

出産・育児（出産休暇・育児休暇を除く）のため

親や病気の家族の介護・看病するため

家事の負担が大きいから

家族の理解・協力が得にくいから

自分の健康や体力的な問題のため

職場に育児・介護休業などの制度がないため

長期間勤続しにくい職場の雰囲気のため

労働条件に対して不満があったから

仕事の内容があわなかったから

勤め先の都合のため

男女が対等に働ける職場ではなかったため

セクシャルハラスメント（性的嫌がらせ）やパワーハラスメント（職場内の優位性を背景に業

務の適正な範囲を超えて精神的・身体的苦痛を与える等の行為）があったため

マタニティハラスメント（妊娠を理由とした嫌がらせ）があったため

大学に行ったり，資格を取ったりするため

家業につくため

高齢になったから

よりよい条件の仕事があったから

その他

特に理由はない

今までに仕事をやめたり，中断したり，転職したことはない

（％）

◆仕事をやめたり，中断したり，転職したことがある場合，その理由は何ですか。【複数回答】

男性 女性 全体
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11.6 

13.6 

12.6 

7.6 

12.0 

8.9 

7.1 

4.0 

4.3 

8.5 

7.1 

0.6 

2.0 

10.4 

14.2 

12.9 

7.9 

14.2 

8.5 

6.1 

3.4 

3.9 

9.8 

5.6 

0.3 

2.8 

10.9 

13.9 

12.8 

7.8 

13.3 

8.7 

6.5 

3.7 

4.1 

9.3 

6.3 

0.4 

2.4 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

労働時間の短縮や休日の増加を促進する

保育施設や介護のための施設・サービスを拡充する

育児や介護のための休暇制度を充実する

育児や介護休暇中の諸手当を充実する

結婚・出産・介護などで退職した女性の再雇用制度を

充実する

賃金，仕事内容等，労働条件面での男女差をなくす

昇進，昇格の機会で，男女差をなくす

研修や職業訓練の機会を拡充する

仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓

口を設ける

フレックスタイム制，短時間労働，在宅勤務制度など

を導入する

管理職の意識改革

その他

わからない

（％）

◆「仕事と生活の調和」を図るためには，どのような条件の整備が必要だと考えますか。

【複数回答】

男性 女性 全体

36.6 

23.3 

23.3 

2.4 

14.3 

26.9 

27.4 

27.2 

1.9 

16.7 

31.1 

25.6 

25.5 

2.1 

15.6 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ある

あまりない

ない

その他

わからない

（％）

◆家庭や地域活動に関わりたいと思っても，長時間労働や休日出勤などのため，

関われないということがありますか。

男性 女性 全体
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Ⅴ 職場の中での男女平等について 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5 

4.3 

3.0 

16.4 

6.9 

18.8 

14.5 

26.6 

7.9 

3.6 

1.7 

12.9 

8.6 

20.8 

9.2 

35.3 

8.7 

4.0 

2.3 

14.7 

7.7 

19.8 

11.9 

31.0 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

上司や同僚が遅くまで仕事をしているので帰りにくい

職場に長くいる方が評価される

アフター5でコミュニケーションをとる習慣があるため，就業時間外も拘束される

特定の人に仕事が集中している

全員がこなしきれないほどの仕事を抱えている

有給休暇がとりにくい

締切や納期に追われることが多い

上記のような職場の状況はない

（％）

◆職場の状況にあてはまるものはどれですか。

男性 女性 全体
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Ⅵ 学校の中での男女平等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.8 

11.1 

14.4 

15.5 

13.6 

7.4 

6.6 

10.6 

0.8 

1.4 

6.8 

9.4 

9.3 

16.4 

19.4 

13.6 

8.3 

4.1 

8.3 

0.7 

1.7 

8.9 

10.5 

10.1 

15.5 

17.7 

13.6 

7.9 

5.2 

9.3 

0.7 

1.6 

8.0 

0 5 10 15 20 25

男女平等に関する教職員研修を行う

校長や教頭に女性を増やしていく

学校生活での児童・生徒の役割分担を男女同じにする

生活指導や進路指導において，男女の区別なく能力を生かせる

よう配慮する

男女平等の意識を育てる授業（男女必修で行われている技術家

庭科など）をさらに充実する

健全な異性観を育てるための性教育の充実に努める

出席簿，座席，ロッカーの順番など，男女を分ける習慣をなくす

保護者会などを通じ，男女平等教育への保護者の理解を深める

その他

学校教育の中で行う必要はない

わからない

（％）

◆学校，特に小・中・高等学校等で，男女平等を推進していくために，行うとよいと思うもの

はどんなことでしょうか。【複数回答】

男性 女性 全体
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Ⅶ 男女間の暴力について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.9 

12.4 

9.2 

95.1 

87.6 

90.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

◆配偶者等の親しい関係にある人から暴力を受けたことがありますか。

ある ない

16.7 

42.0 

35.3 

83.3 

58.0 

64.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

◆命の危険を感じたことがありますか。（配偶者等の親しい関係にある人から暴力

受けたことがあると回答した方のみ）

感じた 感じなかった
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43.8 

12.5 

12.5 

0

0

6.3 

6.3 

12.5 

0

6.3 

0

0

0

0

0

40.0 

30.0 

10.0 

12.5 

2.5 

2.5 

0

0

0

0

0

0

2.5 

0

0

41.1 

25.0 

10.7 

8.9 

1.8 

3.6 

1.8 

3.6 

0

1.8 

0

0

1.8 

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

誰（どこ）にも相談しなかった

家族・親せきに相談した

友人・知人に相談した

警察に連絡・相談した

裁判所に相談した

法務局・地方法務局，人権擁護委員に相談した

笠岡市男女共同参画推進センター「てらすセンター」に相談した

女性相談所，女性相談員に相談した

岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）に相談した

市役所・町村役場に相談した

その他の公的機関に相談した

弁護士に相談した

医師・カウンセラーに相談した

民間の相談機関（民間シェルターなど）に相談した

その他の公的機関に相談した

（％）

◆配偶者等の親しい関係にある人から暴力を受けたとき，誰かに打ち明けたり，相談したりしました

か。（相手の行為によって命の危険を感じたことがあると回答した方のみ）【複数回答】

男性 女性 全体
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18.2 

18.2 

0

0

9.1 

9.1 

0

18.2 

0

18.2 

0

0

9.1 

7.3 

26.8 

4.9 

9.8 

0

19.5 

4.9 

2.4 

0

9.8 

2.4 

9.8 

2.4 

9.6 

25.0 

3.8 

7.7 

1.9 

17.3 

3.8 

5.8 

0

11.5 

1.9 

7.7 

3.8 

0 5 10 15 20 25 30

どこに相談したらよいかわからなかった

相談しても無駄だと思った

恥ずかしくて（世間体が悪くて）相談できなかった

他人を巻き込みたくなかった

相談窓口の担当者の言動により，不快な思いをすると思った

自分さえがまんすれば，なんとかこのままやっていけると思った

そのことについて思い出したくなかった

相談したことがわかると，仕返しを受けたり，もっとひどい暴力を受けると思った

誰にも言わないよう，相手におどされた

自分にも悪いところがあると思った

相手の行為は自分に対する愛情表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

（％）

◆相談しなかった理由は何ですか。（相手の行為によって命の危険を感じたことがある方で，どこに

も相談しなかったと回答した方のみ）【複数回答】

男性 女性 全体
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9.8 

11.0 

7.8 

3.4 

2.0 

3.9 

9.6 

9.6 

4.5 

5.9 

4.1 

6.7 

5.0 

9.8 

4.8 

0.8 

0.2 

1.1 

8.3 

11.1 

8.9 

2.4 

1.8 

4.8 

10.9 

8.3 

6.9 

6.8 

3.8 

6.3 

6.0 

6.4 

4.7 

0.4 

0.3 

1.8 

8.9 

11.0 

8.4 

2.8 

1.9 

4.4 

10.3 

8.8 

5.9 

6.4 

3.9 

6.5 

5.6 

7.8 

4.8 

0.6 

0.3 

1.5 

0 2 4 6 8 10 12

幼いときから男女が平等であることの教育をしっかり行う

家庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止するための教育を行う

学校・大学で児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育

を行う

地域で，暴力を防止するための研修会，イベントなどを行う

職場で，暴力を防止するための研修会などを行う

メディアを活用して，広報・啓発活動を積極的に行う

被害者が早期に相談できるよう，身近な相談窓口を増やす

被害者を保護する体制を整備する

被害者が自立して生活できるように支援する

被害を受けて悩んでいる人へ相談窓口や解決方法等の情報を提

供する

被害者を発見しやすい立場にある警察や医療機関関係者などに対

し，研修や啓発を行う

地域住民同士で関わり合い（見守り）を強めていく

暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教

育を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を助長するおそれのある情報（雑誌，コンピューターソフトなど）

を取り締まる

その他

特に対策の必要はない

わからない

（％）

◆暴力をなくすためには何が必要だと思いますか。【複数回答】

男性 女性 全体
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Ⅷ 生涯を通じた男女の健康について 

 

 
(※)性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ） 

  平成 6(1994)年の国際人口／開発会議で提唱された考え方で，女性の重要な人権のひとつとされています。 

 

性と生殖に関する健康（リプロダクティブ・ヘルス） 

 人間の生殖システム，その機能と（活動）過程のすべての側面において，単に疾病，障がいがないというばかりでなく，身 

体的，精神的，社会的に完全に良好な状態にあること。 

 

性と生殖に関する権利（リプロダクティブ・ライツ） 

 すべてのカップルと個人が自分たちの子どもの数，出産間隔，並びに出産する時を責任をもって自由に決定でき，そのため 

の情報と手段を得るこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.2 

25.1 

2.3 

1.7 

20.8 

52.5 

23.6 

1.8 

1.3 

20.8 

51.5 

24.2 

2.0 

1.4 

20.8 

0 10 20 30 40 50 60

重要な権利だと思う

どちらかといえば重要な権利だと思う

どちらかといえば重要な権利だとは思わない

重要な権利だとは思わない

わからない

（％）

◆リプロダクティブ・ヘルス/ライツ(※)が，どの程度女性にとって重要な権利だとお考えですか。

男性 女性 全体
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Ⅸ 男女共同参画社会の実現について 

 

 

 

 

 

 

13.2 

9.8 

6.6 

11.6 

19.8 

9.9 

7.2 

6.4 

4.3 

3.9 

3.2 

3.4 

0.8 

12.0 

7.6 

3.9 

10.9 

21.7 

11.7 

6.8 

6.8 

5.7 

4.0 

5.4 

3.2 

0.3 

12.5 

8.5 

5.0 

11.2 

20.9 

10.9 

7.0 

6.6 

5.1 

3.9 

4.4 

3.3 

0.5 

0 5 10 15 20 25

男女共同参画の視点から，慣習の見直しや啓発をすすめる

政策や方針決定過程への女性の参画を拡充する

防災・災害復興等における男女共同参画の推進

職場における男女の機会均等や待遇の確保

男女が共に仕事と子育て，介護などを両立できる環境の整備

出産，育児等により離婚した女性に対する再就職等の支援

男女共同参画の視点に立った教育や学習をすすめる

女性に対する暴力を根絶するための支援を促進する

女性のための相談機能を充実する

男性への意識啓発及び相談機能を充実する

生涯を通じた女性の健康保持を支援する

国際交流・国際協力に男女が共に参画できるように支援する

その他

（％）

◆男女共同参画社会実現のために，今後，行政がどんなことに力を入れていくべきだと思いますか。

【複数回答】

男性 女性 全体
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Ⅷ 回答者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性
41.9%

女性
54.8%

無回答
3.4%

◆回答者の性別

２０歳代以下

5.1%
３０歳代

9.6%

４０歳代
12.3%

５０歳代

14.2%

６０歳代
22.7%

７０歳代以上
32.7%

無回答

3.4%

◆回答者の年齢
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14.6 

34.4 

3.7 

3.7 

0.3 

2.8 

36.2 

4.3 

6.5 

14.9 

21.1 

1.4 

23.5 

0.5 

28.8 

3.4 

10.0 

23.4 

13.5 

2.4 

13.4 

1.5 

32.0 

3.8 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

自営業

会社員

パート・アルバイト・派遣社員

公務員

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

（％）

◆回答者の職業

男性 女性 全体

9.9 

12.4 

26.1 

8.7 

11.2 

6.8 

19.3 

5.6 

4.0 

4.0 

18.8 

1.1 

15.3 

2.8 

38.6 

15.3 

6.8 

8.0 

22.3 

4.7 

13.4 

4.7 

29.4 

10.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

農林漁業

建設業

製造業

運輸・通信業

卸売・小売業

金融・保険業

サービス業

その他

（％）

◆自営業，会社員，パート・アルバイト・派遣社員の回答者の業種

男性 女性 全体
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1人
9.1%

２人
34.9%

３人
25.2%

４人
19.8%

５人
6.6%

６人以上
4.4%

◆あなたを含む同居の家族は何人ですか。

 

はい
11.2%

いいえ
88.8%

◆中学生以下の子どもを育てていますか。

いる
51.4%

いない
48.6%

◆同居の家族（あなた以外）に６５歳以上の高齢者がいますか。


